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　秋田市にて「M’sスポーツクラブ」を運営する「株式会社
M・S・C」が、まもなく創業から9年を迎える。
　このクラブ、対象年齢は2歳から80歳代と幅広く、エアー
トランポリンを活用した運動を軸に、小学生以下向けの体
を動かすための基礎コースやアクロバット教室、大人向け
の健康づくりのコース、最近ではK-POPダンスコースなど
も設けられている。
　「私は幼い頃からさまざまなスポーツを経験してきまし
た。それを今の子どもたちに還元することで、お世話になっ
てきた方々に恩返しをしたいと思っているんです」。そう語
るのは、代表の松村俊輔氏。

　創業当初からの目標が「10年間で５教室作る」というもの。
現在は秋田市土崎、御所野、岩手県雫石の３教室を構え、ま
もなく御所野に４つ目の教室がオープン予定だ。会員数は
約700名、スタッフは社員5名、アルバイト8名と、目標に向

10年目の目標にむけて

［お問い合わせ］ 
総合相談課  TEL.018-860-5610

株式会社 M・S・C

あきた起業家交流フェスタの開催
▶活用事例

あきた起業家
交流フェスタ

「あきた起業家交流フェスタ」
への出展は

大きな実りとなりました

POINT!

け順調な拡がりをみせているが、創業時は１店舗、一人での
スタート。経営から生徒への指導までを一人で担う難しさ
を感じることも少なくなかった。
　そんななか助けとなってきたのが、センターを通じた縁だ。
センターへは創業時から補助金や実用新案の相談などでた
びたび足を運んでいたが、とくに実りが大きかったのが「あ
きた起業家交流フェスタ」への出展だという。
　毎回、100枚ほどの名刺を携え、出展者や来場者と交流し
たことで、看板制作や財務の依頼や、自身が出張レッスンへ
出向く機会にもつながり、一人では難しいことも、ネット
ワークを作ることで形にしてきた。
　これからの目標は、５つ目の教室の設立とスタッフの育成だ。
　「スポーツクラブは人と人とが向き合う場所。指導者ごと
の熱量の微差を、子どもも大人もよく見ているんですよね。
店舗や生徒が増えることで行き届かないことがないように、
さらに力を入れていきたいと思っています！」と松村氏は
意気込んでいる。

起業意識の醸成、起業家の発掘、マッチングによる
新しい事業展開を促進するため、「起業家同士の交
流会」や「起業家による展示会」等を開催します。

「もったいない」から始まるものづくり

人気商品、
お色直しでグレードアップ！
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　鹿角市のレディースファームは、農協女性部の活動を経
て、「野菜、果物だけでなく加工品も販売したい、自分たちの
作った作物を無駄にしたくない」。という思いから、平成12
年に10名ほどで直売所を設立したことから始まった農産品
加工所。
　商品の多くが、地元産の規格外のりんごや桃を使ったお
菓子。現在は道の駅での販売や鹿角市のふるさと納税の返
礼品となっており、立ち上げ当初からロングセラーのアッ
プルパイは、ふるさと納税で長年トップを誇る人気。桃のコ
ンポートは、発売以来、毎年2,000個、4,000個と生産量が増
えており、昨シーズンは1万個を製造したという。

　このたび、商品の一つ「桃ジャム」のパッケージがリニュー
アルとなった。これは、コンポートの製造過程で形が崩れた
ものなどを煮込んだもので、ゴロンと大きな桃の果実が味わ
えるのが特徴だ。

止まることを知らない、商品開発の意欲

［お問い合わせ］ 
知財・デザイン支援課  TEL.018-860-5614

レディースファーム

産業デザインに関する助言
▶活用事例

デザイン支援

デザイン支援の活用で
より手に取りやすいものに

仕上がりました

POINT!

　「子どもたちにせがまれて買ったが、美味しくてすぐに食べ
終わってしまった」という声もある人気商品だが、店頭で他社
の商品と並ぶと目に触れにくく、手に取ってもらえないという
ことで、センターに相談。目的や商品の費用感、デザインの方
向性などを整理した後、爽やかな手描きのイラストと、大小の
サイズ展開がなされ、より手に取りやすいものに仕上がった。
　今回に限らず、商品化にあたっては立ち上げ当初からセン
ターを頻繁に活用してきた。　
　「これ、どうしたらいいんだろう？何か補助事業ありませ
んか？などと、いつも相談してきました。今回のリニューア
ルにあたり、ジャム瓶を大きなサイズのものにすることに抵
抗もあったんですが、できてみたらかわいくてとても気に
入っています」。と、代表の米田敦子氏。
　立ち上げから約20年。現在は米田氏による個人事業となり、
メンバー同士も歳を重ねたと笑うが、注文は増える一方で、
新商品開発などへも余念がない。彼女たちの意欲は止まるこ
とを知らないようだ。

産業デザイン、製品開発、マーケティング等についての
専門的な助言やデザイナーとのマッチング、コーディ
ネートを支援します。
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